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事業課題

少子化・人口減少時代が加速度的に進む中で、1つの
中学校だけで種目毎に部活動を維持することは今後難
しい。
また、教員の過重労働解消も緊急な課題。
この事から、中学部活動（陸上クラブ）に取り組んだ。
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事業内容

●市内公立中学校の陸上部の活動実態調査
→市内公立中学校10校中、陸上部がある学校は7校

●体験会を3回開催
→参加者が中学校によって大きな差があった

●中学生の活動



発表者

事業名

NPO法人スポーツコミュニティ久喜

休日中学部活動の地域化事業



発表者

事業名

NPO法人スポーツコミュニティ久喜

休日中学部活動の地域化事業

体験会風景

配布したチラシ
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中学生の活動
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事業の成果

●体験会で習得した練習方法を中学校陸上部が平日の
部活動において実践した

●少数ながら意欲的に陸上競技に取り組む中学生の入
部があった

●小学生高学年に中学部活への理解が深まった
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今後に向けて

休日の学校部活動が廃止されない限り、少数の部活動
に積極的な学校部活動外で参加してくる生徒以外部活動の
地域化は難しいと感じる。
国の2年後を目標とする地域クラブ化を目指して練習
会開催を中心に活動を続ける。


